
学校だより「 は つ や ま 」
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エンジョイ！イングリッシュ
１０月２０日（木）、３～６年生を対象に「エ

ンジョイ！イングリッシュ」がありました。壱
岐高校、芦辺中学校、郷ノ浦中学校に勤務する
ALTの３名が来校し、子供たちと交流しました。
自己紹介の折には、子供たちは堂々と自分の名
前や好きなこと（もの）を英語で紹介すること
ができました。
今回は、「ハロウィーン」をテーマにして、衣

装づくりをしたり、ゲームをしたりして楽しく
学習しました。ALTの３名の先生方は、初山小
学校の子供たちの素直で明るく元気な姿や一生
懸命に取り組む姿に感動し、また一緒に学習す
ることをとても喜んでいました。

校内での研修を推進しています！（パート２）
１学期にもお知らせしましたが、本校は「よい授業」の実践を目指し、今年度、算数科の
学習に焦点を当て授業改善を行っています。今回は、１０月２６日（水）に１年生において
研究授業を行いました。単元は「たしざん」で、目標は「１位数どうしの繰り上がりのある
加法計算で、被加数を分解して計算する方法（被加数分解）があることを知り、計算の仕方
についての理解を深める。」です。具体的には、「３＋９」の計算において、今までは「９」
の位置の数を分解して「１０のまとまり」をつくっていましたが、今回は「３」の位置の数
を分解して「１０のまとまり」をつくる方法もあることを知る学習です。このような授業実
践を通して、「主体的に考えを表現できる子供」を育てていきます。
１年生の６人は、課題を解決するための見通しをしっかりと立てて、一人調べに取り組ん

でいました。そして、しっかりと自分の考えを発表したり友達の発表に反応したりすること
ができました。その姿から、着実に「主体的に考えを表現できる子供」に育ってきているこ
とを感じました。
今後は、２年生、３、４年生の研究授業を行い、子供たちの生きる力を育てていきます。

自主学習の取組
初山小学校では、家庭学習において、宿題とは別に「自主学習」の取組も行っています。
内容としては、自分がワクワクできるような楽しい学習（好きなことや興味のあること）

に取り組みます。
先日、５年生の「吉田惺海」さんが自主学習のノートを私に見せてくれました。内容は、

自分の将来の夢である「気象予報士」に関わることでした。夢に向かって、今、自分ができ
ることをしっかりと考え、努力していることに感動しました。とても素晴らしい実践です。
惺海さんの夢が叶うよう、応援していきたいと思います。（裏面に内容紹介）
他の子供たちも素晴らしい取組を行っています。今後、紹介していきたいと思います。




